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展示委員会 
 

展示委員会は、JIRA の中核である展示事業において、事務局と連携の上、画像医療システム産業の発展に

貢献する展示会の企画を立案し、円滑な展示会運営を推進する。 

2024 年度の活動としては、近年のリアル・WEB ハイブリッド展示会の経験を基に、WEB 展示は REAL 展示

の副次的な活用とし、REAL 展示の価値最大化を狙い、ITEM2024、核医学総会併設展示会において、出展

社・来場者が参加し易く、かつ、より有用な展示会となることを目指して以下の施策を実行していく。 

 REAL と WEB の展示企画の見直しを図り、展示会の着実な運営を行う。 
 来場者情報のデジタル化による展示会来場者の情報取得サービスの拡大・改善を進める。 
 IT 系スタートアップ企業や中小企業などに ITEM 参画を誘致するために、魅力のある展示会企画を 

検討する。 
 展示開催期間中の運営の安全対策を強化し、出展企業、来場者の事故防止の徹底。 
 他の部会・委員会との連携（情報共有）を強化し、企画立案の充実を図る。 

1. 展示会の運営及び企画・準備 
(1) 国際医用画像総合展：ITEM2024開催運営 
 全体方針 

REAL 展示の価値最大化を目指し、最大効果が得られる展示企画を立案し、展示会の着実な運営を行う。 
 ITEM2024（パシフィコ横浜展示）：4 月 12 日～14 日 
① JIRA ステージ企画の継続 
 特定テーマプレゼン発表 
テーマ：「AI」、「DX」の２題に絞り込み特定テーマとしての深耕を目指す。 
＊JIRA ステージ最大活用として、開催最終日（日曜日）の参加企業の再登壇の企画検討 
 企業プロモーション発表 
出展企業の製品紹介など 
＊出展社（出展ブースのスペース制約、自社ホームページ作成困難な企業）への機会提供 
＊各ステージ発表は、展示会場内休憩所でもリアルタイムにて上映 
＊発表コンテンツは、WEB サイトでオンデマンド配信し、ITEM 終了後に企業に配布 

② ブースレポート 
 出展社ブースの企業・製品のビデオ収録 

＊開催前日に申込み企業のブースでビデオ撮影 
＊2023 同等にスタンダードプラン、ショートプラン・ロングプランを提供 
＊発表コンテンツは、WEB サイトでオンデマンド配信し、ITEM 終了後に企業に配布 

③ ITEM 来場者情報（学会登録者・ITEM 登録者）の参加企業への提供 
 ITEM2023 で本サービス利用した出展社の回答が好評であったため、ITEM2024 では希望する全出

展社へサービスを提供 
④ ITEM ツアー企画のサポート 
 JRS、JSRT 学会参加者グループによるテーマ（モダリティ、分野別等）に沿ったブース視察ツアー企画 
 JIRA 会員企業向け初心者研修ツアー（関連産業振興委員会主催） 

⑤ 展示開催期間中の運営の安全対策強化 
 開催期間中の作業安全の啓発、巡回による事故防止の徹底 

 
  ITEM2024WEB サイト：3 月 15 日~5 月 16 日 
① ITEM2023 プラットフォームの継続 
 REAL 展示開催前、期間中、開催後を開催期間とし、REAL 展示と WEB サイトを連携させて、集客

効果のある企画とする 
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 REAL 展示開催前施策 
参加登録、ティザー広告、展示社・出展品リスト（検索機能含む）、JIRA ステージ企画の発表スケジュー

ル提示 
 REAL 展示開催後施策 
特定テーマ、企業プロモーションのステージプレゼンのオンデマンド配信 

② JRC 学会との連携 
 学会 WEB ページから ITEM-WEB サイトへ移動しやすいリンク構造の継続 

(2) 第 64回日本核医学学会学術総会/第 44回日本核医学技術学会総会学術大会併設展示会 
（横浜市 パシフィコ横浜 A ホール、2024年 11月 7～9日）の開催、運営 

(3) 国際医用画像総合展：ITEM2025の企画準備 
(4) 第 65回日本核医学学会学術総会/第 45回日本核医学技術学会総会学術大会併設展示会の準備 

2. 展示関連の課題について、解決・改善を図る 
 コロナ収束後 REAL 展示に回帰している中、ハイブリッドの効果を実感できる企画の提供を進める。 
 展示会の運営要項を見直し、出展各社が公平、かつ効果が見込める展示会となるように努める。 
 来場者情報のデジタル化による展示会来場者の情報取得サービスの拡大・改善を進める。 
 JRC 合同実行委員会に対し、より良い展示会開催を目指して提言を行う。 
 IT 系スタートアップ企業や中小企業などに ITEM 参画を誘致するために、魅力のある展示会企画を 

検討する。 

以上、ITEM2024、核医学会の展示会を実施し、その後の課題について、展示委員会で改善を図り、参加企

業にとって、より有益な展示会として成長させる。 
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